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今回発表の

事業所や

サービスの

紹介

介護老人福祉施設２００床、併設の在宅サービスセンターひので理想郷の園定

員４０名、デイサービスセンターサンライズ平井っ原定員１５名、小規模多機

能型居宅介護、ショートステイ１５床、居宅介護支援事業所、訪問介護員養成

研修事業、５０床のユニット型特養サンライズ大泉の８事業を運営。法人理念

「安心と充実の人生をご一緒に」を揚げ、サービスの提供を行っている。 

《１．研究前の状況と課題》 

＜状況＞ 

日の出ホームではH２３年度より、全職員

が稼働率の安定を意識したケアを行ってい

る。 

その成果として SOR（H２３年度の研究

で、稼働率の安定を SOR と呼ぶ事とした）

を達成する事ができた。しかし介護事故（外

部の病院へ受診する必要のある重大事故）及

び、インシデント（外部への受診の必要の無

い軽微な事故）は増加傾向にあった。 

＜課題＞ 

入居者の要介護度の重度化、利用ニーズの

多様化が進む事により、更なるリスクや介護

事故の増大が予測される。 

人員と時間が限られている中で、確実性の

あるリスクマネジメントを行っていく事が

必要とされる。 

《２．研究の目標と期待する成果・目的》 

＜目標＞ 

介護事故・インシデントの減少とその為の

環境づくり 

①入居者のリスクの明確化と共有。 

②業務内容を見直す事によって、リスクを回

避して介護事故を減少させる。 

＜期待する成果＞ 

介護事故を発生させないケアの実現 

①入居者の身体・精神的要因から予測できる

リスクの回避 

時間帯によって発生するリスクを分析し、

情報を具体的に共有する事でリスクの回避

に繋げる。 

②業務内容の見直しによるリスクの回避 

職員の１日の業務内容を分析し、リスクが

高い時間を明確化し、業務内容の見直しを行

う。 
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《３．具体的な取り組みの内容》 

①時間帯分析による先を見据えたケア 

次の勤務時間に予想される転倒ハイリス

ク者の優先順を勤務交替時に申し送る。 

また介助方法や注意点について周知を行

う事で、経験年数に左右されない一定のケア

を行えるようにした。

②業務分析によるケアの見直し 

１日の業務内容を分析する事で、複数同時

作業を割り出しその時間帯のリスクやイン

シデントの発生予測と対策を考える。 

《４．取り組みの結果と考察》 

＜結果＞ 

事故件数がH２３年度２４件から、H２４

年度は１２件に半減した。 

特に介助中に起こってしまった事故がＨ

２３年度１０件に対してＨ２４年度は４件

に減少した。 

＜考察＞ 

転倒ハイリスク者のタイムリーな情報を

共有する事で、各時間帯で予測されるリスク

を把握する事ができた。 

また業務分析を行なった結果、転倒・転落

のリスクが高い時間帯を把握する事ができ

た。 

これらを元に業務内容の調整を行う事で

事故の減少に繋げる事ができた。 

《５．まとめ、結論》 

＜結論＞ 

 H２４年度から新たに業務分析を行う事

で、各時間帯に予想されるリスクを把握し、

より適切なケアを行う事ができた。 

よって、介護事故を半減する事ができた。 

＜今後の課題＞ 

H２４年度までは実際に起こったインシデ

ントや事故を元にリスクマネジメントを行

う「是正処置（事故後の対策）」に力を入れ

ていた。 

Ｈ２５年度からは「ヒヤリハットを制する

ものはリスクを制す」を合言葉にインシデン

トが起こる前のヒヤリハットに着目し、イン

シデントや事故を減少させるため、更なる

「予防処置」の取り組みをしていく。 

《６．倫理的配慮に関する事項》 

なお、本研究発表を行うにあたり、ご本人

(ご家族)に口頭にて確認をし、本研究発表以

外では使用しない事、それにより不利益を被

る事はない事を説明し、回答をもって同意を

得た事とした。 

《７.提案と発信》 

 今回は業務分析を行いケアの見直しを行

った結果、事故の減少に繋げる事ができまし

た。 

日々固定化されている業務を分析する事

で、新しい視点からのリスクマネジメントが

できるのではないでしょうか。 
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